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研究成果の概要（和文）：難治性小児がんの治療標的を同定するために、大規模臨床検体を対象に多層的オミッ
クス解析を展開し、以下の成果を得た。小児T細胞性急性リンパ性白血病の初発、再発検体を用いてクローン進
化の検討を行い、NOTCH1が発症と進展に重要なドライバーであることを見出した。また神経芽腫の再発、転移腫
瘍を含む90例のopen data (TARGET)をもとに多層的オミックス情報を解析し、PHGDHが難治例の候補治療標的で
あることを突き止めた。さらに大規模データ解析により骨肉腫の治療標的C1GALT1を同定し、FGFR4阻害が横紋筋
肉腫の有力な治療法となりうることを見出した。

研究成果の概要（英文）：To explore therapeutic gene targets in intractable pediatric cancers, we 
conducted multi-omics analysis in a large number of clinical samples. Based on the evolutional 
analyses, we found that NOTCH1 is an important driver in the development and progression of 
pediatric T cell acute lymphoblastic leukemia. In addition, the multi-omics information of 90 
neuroblastoma cases including recurrent or metastatic tumors deposited in open database (TARGET) 
provided that PHGDH would be a promising therapeutic target in untreatable neuroblastoma cases. Our 
large-scale data analysis revealed that C1GALT1 is a candidate gene target in osteosarcoma, and also
 showed that FGFR4 inhibition could be a promising therapy for rhabdomyosarcoma.

研究分野：小児がん

キーワード： 小児がん　発現プロファイル　治療標的　神経芽腫　横紋筋肉腫　骨肉腫

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、多層的オミックス解析を駆使して、難治性小児がんの治療標的の探索を行い、小児T細胞性急性リ
ンパ性白血病におけるNOTCH1が難治性に寄与することを見出し、また新たな治療標的として、神経芽腫における
PHGDH、骨肉腫におけるCIGALT1を同定した。さらにFGFR4の阻害が横紋筋肉腫に治療に有効となりうることを見
出した。本研究の成果により、難治性小児がんの新たな治療スキームを提案し、治療の最適化を実現すること
は、小児がんの予後の改善ならびにQOLの向上に多大な貢献をなすものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

本邦で発生する小児がんは年間約 2,500 例と推定されており、成人がんと比較すると

希ではあるものの、我が国の主要な小児死亡原因となっている。とりわけ遠隔転移を伴

うものや再発を来すものは依然として極めて予後不良であり、有効な標準治療は確立さ

れていない。従って、遠隔転移・再発例に特化した新たな治療戦略が必要と考えられる

が、そのような新規治療法を裏打ちする小児がんの分子病態の研究は、国内外の動向を

みてもその希少性から、成人がんに比べて著しく立ち遅れているのが現状である。 

一方、近年のゲノム解析技術の飛躍的な向上により、一度に膨大なゲノム情報を得る

ことができる次世代シークエンサーが開発され、がん化のメカニズムが次々と解明され

ている。その結果、網膜芽腫、神経芽腫および髄芽腫など小児がんにおいては、重複す

る遺伝子変異は、がん種に問わず、成人がんと比べると極端に少ないことが判明してい

る。すなわち、小児がんの発症や進展には遺伝学的背景のみならず、エピゲノム制御あ

るいはエクソソームといった細胞間コミュニケーション機構の破たんなど多種多様な分

子病態が関与することが推測される。従って、難治性小児がんの発症機序を解明するた

めには、マルチオミックス解析による多方向性かつ体系的な分子病態の情報収集が重要

と考えられる。 

申請者らは、これまで一貫して小児がんの分子基盤の解明に取り組み、以下のような成果

を挙げてきた。1)神経芽腫において allelotype解析を行い、新たな高頻度欠失領域として

2q, 9p, 18qを同定した。2)これらの領域の詳細な物理的欠失地図を作成して Caspase 8、

p16、DCC が神経芽腫の候補がん抑制遺伝子であることを明らかにした。また 3)神経芽腫、

リンパ腫および骨髄異型症候群における SNP アレイによる網羅的ゲノム解析を行い、ALK、

A20 および CBL がそれぞれの標的分子であることをつきとめた(図 1)。4) また、横紋筋肉

種における新規予後予測バイオマーカーを同定し、予後不良群における PI3K阻害剤の有用

性に関する分子基盤を構築した (図 1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 1 小児がんにおける先行研究 
 

２． 研究の目的 
 

これらの実績とゲノム解析技術の進歩を背景に本研究では、小児がんの初発、転移、

再発腫瘍に対して、次世代シークエンサー、高密度マイクロアレイを用いたゲノム・エ

ピゲノム解析やエクソソーム、メタボローム解析といったオミックス解析を展開し、難

治化を規定する分子病態の解明を試みる。更に研究成果を発展させることにより、難治

性小児がんの根治を目指した新規治療アルゴリズムの提案、新規創薬の開発を目指す。 

本研究の成果として提唱する新規克服法は、国内外の各臨床研究グループと連携し、可

及的速やかな臨床運用の実現化を検討する。小児がんを対象としたマルチオミックス解析

は、腫瘍組織の多種性を解明する上で大きな利点があり、これまでの研究では明らかにされ

なかった新たな知見が得られると推測される。 

 

＜図 1の説明＞ 
難治性小児がんの代表

である神経芽腫 ALK の異
常活性が約 10%に認められ
る。これらの症例の治療に
は ALK 阻害剤の有用性が
期待されている(図の上
段)。横紋筋肉腫は、メチル
化のパターンの違いによ
り４群に分類された。この
分類を用いることにより
胎児型横紋筋肉腫の中の
予後不良群を抽出するこ
とが可能である(図の下
段)。  



 
３． 研究の方法 

 

造血器腫瘍、神経芽腫、横紋筋肉腫、胚細胞腫瘍、肝腫瘍、肺腫瘍の初発、再発、転移腫瘍

を対象に、全ゲノム/エクソーム解析、RNA sequencing、エピゲノム解析、ChiP シークエンス、エク

ソソーム解析、メタボローム解析といったマルチオミックス解析を行い、難治性小児がんの分子プ

ロファイリングを行う。さらに、検出された候補標的分子を用いた新規創薬の開発、新規バイオマ

ーカーの同定を試みる。本計画を遂行するため、基礎的検討を行う本研究室を中心に、各腫

瘍の先端医療を担い豊富な症例を有する専門病院の診療科、臨床診断への応用を実現する

病理学研究室の間で密接に協力し、総体となって計画を推進する体制を構築している。 

 解析検体は、東大小児科および協力研究施設で保存されている連結可能匿名化済みの腫

瘍検体 1,000 検体(神経芽腫 500、Ewing 肉腫 100、横紋筋肉腫 60、胚細胞腫瘍 50、肝腫瘍

50、造血器腫瘍 200、希少肉腫 30、希少がん 10)とする。 

 

４．研究成果 

 

小児 T細胞性急性リンパ性白血病における網羅的メチル化解析とクローン進化の解明 

 小児 T 細胞性急性リンパ性白血病(T-ALL)の中でも再発、非寛解例は依然として予後不良

であり有効な治療法は確立されていない。先行研究において、新たな治療標的およびバイオ

マーカーを同定するために再発難治例を含む 121例にコホートに対して、RNAシーケンスお

よび網羅的メチル化解析を行った。その結果、重複する新規 SPI1融合遺伝子を約 4%の例に

見出した(Seki et al, Nat. Genet, 2017)。SPI1融合遺伝子は、T細胞の分化抑制と細胞

増殖効果を示すことが確認され、造腫瘍性を有することが判明した。また、SPI1 融合遺伝

子を有する例は RAS経路の変異と FLT1, KITや TERTの発現上昇が特徴的あり、極めて予後

不良であることが見出された。そこで、本研究では、SPI1 融合遺伝子陽性 T-ALL のさらに

詳細な分子プロファイリングを行うために、79 例の臨床検体を用いて、網羅的メチル化解

析を行った(Kimura et al, Leukemia, 2020))。その結果、小児 T-ALLはメチル化プロファ

イルの違いにより 4 群のクラスターに分類されることが判明した。これらのクラスターは

TAL1、TLX、HOXA9 などの転写因子の高発現に特徴づけられることが明らかとなったが、興

味深いことに SPI1融合遺伝子を有する例は特有の DNAメチル化プロファイルを有する他の

T-ALLとは異なる新たなサブタイプであることが判明した。SPI1クラスターの特徴として、

RAS経路、TERTの高発現が見出されたことから、これらの経路は SPI1融合遺伝子陽性例の

有用な治療標的となりうることが示された(図 2)。小児 T-ALLにおける予後不良バイオマー

カーは、これまで同定されていなかったことから SPI1融合遺伝子の同定および分子プロフ

ァイリングは臨床的に意義が高い発見と言える。診断時にこの融合遺伝子を同定し、治療を

強化することは、小児 T-ALL全体の治療成績の向上につながるものと期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 小児 T-ALLにおけるメチル化クラスター 

 

＜図 2の説明＞ 
小児 T-ALL にけるメチル

化プロファイルにもとづい
たクラスター。各クラスタ
ーは転写因子の発現と遺伝
子異常に特徴づけられる。
M1:TAL1 ク ラ ス タ ー 、
M2,M3:TLX/HOXA9 クラスタ
ー、M4:SPI1クラスター。M4
クラスターの特徴として、
RAS 経路、TERT の高発現が
認められた。 

 

 



 小児 T-ALLにおいて NOTCH1シグナル経路は最も高頻度な異常であり、白血病化に重要な

役割を果たしていると考えられている。しかし、NOTCH1 経路の変異が再発や進展にどのよ

うな役割を果たしているかは十分に解明されていない。そこで、11 例の初発・再発ペア検

体を含む 30 例の全エクソーム解析を行い、クローン進化の解明を試みた(Kimura et al, 

Cancer Science 2019)。その結果、NOTCH1経路の異常は約 70%に検出され、初発、再発での

頻度の差は見出されなかった。最も高頻度な異常は一塩基置換であったが、再発例において

は PESTドメインの異常が高頻度であった。また初発時、再発時のマイナークローン、メジ

ャークローンのいずれにおいても NOTCH経路の異常が見出された。興味深いことに、2例に

おいて、初発、再発時の NOTCH1の変異がことなるいわるゆ”Switching”が生じていること

が明らかとなった(図 3)。以上の結果より、小児 T-ALLにおいて、NOTCH1 経路の異常は、初

発、再発時においても強力なドライバー変異であることが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 小児 T-ALLのクローン進化と NOTCH1異常の”Switching” 

 

ウルトラハイリスク神経芽腫における新規治療標的の同定 

 神経芽腫のうち 11q LOH を有する予後不良群は、ほとんど遺伝子異常を有さないことか

ら ALKのような治療標的はこれまで同定されていなかった。この群においては、遺伝子異常

を伴わないメチル化異常やメタボローム異常が病態に関与している可能性が推測される。

そこで本研究では、神経芽腫の中でも 11q LOHを有する群の治療標的を探索するために、初

発再発例を含む 90例の神経芽腫の公開デー(TARGET)用いて、網羅的メチル化情報の解析を

行った。その結果、11q LOH陽性神経芽腫はメチル化プロファイルの違いにより 2群に分類

されることが判明した。発現データとエクソーム解析のデータを合わせて解析したところ、

この 2 群はゲノムコピー数や ALK などの遺伝子異常に特徴づけられる 2 群であることが見

出された。興味深いことに、このうち 1群は極めて予後不要なウルトラハイリスクであるこ

とが明らかとなった(図 4)。この群分けを検証するために、網羅的メチル化解析を行った自

験例 30 例(11q LOH あり)のコホートにおいて、同様に層別化解析を行ったところ、2 群の

クラスタリングは再現され、予後との関連も検出された(図 4)。次に予後不良クラスター群

の治療標的を同定するために、発現データの比較を行ったところ、セリン代謝の第一段階に

関与するホスホグリセリ酸脱水素酵素(PHGDH)の発現が過剰になっていることを見出した

(論文作成中)。腫瘍細胞では増殖のためにセリン代謝が亢進していることが知られており、

実際、予後不良の大腸がんや肺がん、乳がんで PHGDHの高発現が報告されている。そこで、

神経芽腫の PHGDH高発現細胞株を用いて、ノックダウン実験を行ったところ、顕著な細胞増

殖抑制効果が観察された。一方、PHDGH低発現細胞株では、同様の顕著な細胞増殖抑制効果

は再現されなかった(図 4)。さらに、PHGDH 阻害剤の効果を検証したところ、同様に PHGDH

高発現細胞株では細胞増殖抑制効果が見出され、これはシスプラチンの作用を増強させる

ことが判明した。また、網羅的メタボローム解析を行って、PHGDH阻害剤の投与前後で代謝

経路の変化を解析したところ、PHGDH高発現細胞株でみられた代謝経路の PHGDH阻害剤によ

 

 

＜図 3の説明＞ 
小児 T-ALL にけるク

ローン進化の 2 例。
NOTCH1 変異は初発、再
発のメジャークローン
として見出されたが、初
発時と再発時で NOCTH1
の異常が変換されてい
ることが観察された。一
右の図は、クローン進化
の樹形図をしめす。 

 



る影響は PHDGH低発現細胞株では、認められなかった。以上の結果より、ウルトラハイリス

ク神経芽腫の新規治療標的として、PHGDHが見出され、この阻害剤は正常細胞の代謝系に影

響の少ない有望な候補治療標的薬となりうることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 11q LOH陽性神経芽腫におけるメチル化クラスターと予後、PHGDH 阻害剤の効果 

＜図 4 の説明＞左図はメチル化プロファイルによるクラスター、中央図はクラスターごと

の予後解析。上段は自験例、下段が TARGETのコホート。右図は PHGDHノックダウンによる

神経芽腫細胞株の細胞増殖抑制効果。 

 

骨肉腫における新規治療標的の同定 

 骨肉腫の治療成績は全体として 70%に達しているものの、遠隔転移を有する例や再発例は

依然として予後不良であり、標準治療は確立していない。そこで、難治性骨肉腫の治療標的

を同定するために、大規模公開データによる発現解析を行った。その結果、骨肉腫は発現プ

ロファイルの違いから予後と関連のある 2群に分類されることが明らかとなった(論文作成

中)。これは別コホートでも検証されるクラスタリングであることが判明し、予後良好なク

ラスターの発現パターンは正常な骨芽細胞の発現プロファイルと近似することが見出され

た。興味深いことに予後不良クラスターで顕著な発現上昇が検出された糖鎖修飾に関連す

る CIGALT1 のノックダウン実験により、骨肉腫細胞株の細胞増殖抑制効果が観察され

た。従って、この遺伝子は難治性骨肉腫の新たな治療標的となりうることが示された。 

 

横紋筋肉腫における FGFR4阻害の細胞増殖抑制効果 

横紋筋肉腫は、小児の軟部腫瘍で最も頻度が高い腫瘍であり、転移を有する例や再発例に

おいて有効な治療法は確立されていない。先行研究において、申請者らは、横紋筋肉腫のメ

チル化サブグループを同定し、遺伝子異常や組織型、予後と強い関連を示すことを報告した

(Seki et al, Nat. Commun. 2015)。しかし、予後不良群にける治療標的の同定には至らな

かった。そこで本研究では、TARGET の公開データをもとに、横紋筋肉腫メチル化と発現デ

ータをもとにクラスタリング解析を行った。その結果、メチル化プロファイルの違いにより、

４群に分類され、それぞれ組織型と強い相関を示した。また発現データによる遺伝子変異の

検討からメチル化クラスターの４群は、先行研究におけるメチル化サブグループと一致す

る可能性が高いことが示され、別コホートにおける再現性が確認された。4群のサブグルー

プのうち胎児型横紋筋肉腫の中で予後不良な一群で FGFR4 経路が活性化していることが明

らかとなり、細胞株を用いたノックダウン実験で、有意な細胞増殖抑制効果が認められた。

以上の結果から、FGFR4 阻害剤は難治性胎児型横紋筋肉腫の治療標的薬となりうることが見

出された。 
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荒河 純子, 本田 吉孝, 赤澤 嶺, 柴田 洋史, 加藤 格, 井澤 和司, 八角 高裕, 西小森 隆太, 滝田 順子

矢野 直子, 吉田 健司, 舞鶴 賀奈子, 横山 淳史, 滝田 順子

第68回日本アレルギー学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Oncologic emergencyを呈した腹腔原発炎症性筋繊維芽細胞腫瘍に対し、積極的外科的切除を行い無再発生存を得ている1例

後腹膜穿通で発症した難治性十二指腸潰瘍から好酸球性胃腸炎と診断した9歳男児例

後腹膜穿通で発症した難治性十二指腸潰瘍から好酸球性胃腸炎と診断した9歳男児例

ALDに対する骨髄移植治療評価におけるMRI・MRSの有用性に関する検討

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第55回日本小児循環器学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回小児神経学会学術集会

矢野 直子, 吉田 健司, 舞鶴 賀奈子, 横山 淳史, 滝田 順子

滝田 順子

岡本 健, 松田 秀一, 戸口田 淳也, 梅田 雄嗣, 足立 壮一, 滝田 順子

赤木 健太郎, 馬場 志郎, 吉永 大介, 松田 浩一, 平田 拓也, 滝田 順子

2019年度 日本小児血液がん学会社員総会教育セミナー（招待講演）

第92回日本整形外科学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

ALDに対する骨髄移植治療評価におけるMRI・MRSの有用性に関する検討

小児がんにおける治療標的．教育講演

再発骨肉腫に対するテモゾロミド+エトポシド内服療法の有効性の検討

患者由来iPS細胞を用いたHOIL-1L欠損症における拡張型心筋症発症機序の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第55回日本小児循環器学会

第55回日本小児循環器学会

第55回日本小児循環器学会

吉永 大介, 馬場 志郎, 牧山 武, 平田 拓也, 赤木 健太郎, 松田 浩一, 堀江 稔, 滝田 順子

松田 浩一, 馬場 志郎, 赤木 健太郎, 吉永 大介, 平田 拓也, 万代 昌紀, 滝田 順子

平田 拓也, 松田 浩一, 赤木 健太郎, 吉永 大介, 馬場 志郎, 滝田 順子

馬場 志郎, 岡島 英明, 松田 浩一, 赤木 健太郎, 吉永 大介, 平田 拓也, 上本 伸二, 滝田 順子

第55回日本小児循環器学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

iPS心筋を用いたQT延長症候群の表現型に基づく分類法(英語)

胎児不整脈症例の出生後の検討

treat and repairを行った肺血管抵抗の高い心室中隔欠損の1例

門脈肺高血圧に対する肝移植の早期効果



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第55回日本小児循環器学会

第55回日本小児循環器学会

第59回日本産科婦人科内視鏡学会（招待講演）

 ３．学会等名

荒河 純子, 馬場 志郎, 衣川 佳数, 松田 浩一, 赤木 健太郎, 吉永 大介, 平田 拓也, 陳 豊史, 池田 義, 伊達 洋至, 滝田 順子

滝田 順子

 ２．発表標題

 ２．発表標題

馬場 志郎, 岡島 英明, 松田 浩一, 赤木 健太郎, 吉永 大介, 平田 拓也, 上本 伸二, 滝田 順子

馬場 志郎, 鶴見 文俊, 吉永 大介, 平田 拓也, 平家 俊男, 滝田 順子

第55回日本小児循環器学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Alveolar Capillary Dysplasiaに対して片側生体肺移植を施行した一男児例

がん・生殖医療　卵巣組織凍結・融解移植の具現化を目指して-　がん生殖医療に必要な知識とその実際　小児科の立場から

門脈肺高血圧患者は肺高血圧治療薬を中止できるか

Duchenne型筋ジストロフィー心筋症は細胞内Ca濃度上昇が原因となる

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第78回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本癌学会学術総会（招待講演）

滝田 順子

滝田 順子

平松英文、加藤格、梅田雄嗣、足立壯一、滝田順子

関口昌央、滝田順子

第78回日本癌学会学術総会（招待講演）

第78回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

がん研究における女性研究者(第6回)　シンポジウム　小児がんの分子基盤と新規治療法の開発(Women scientists in cancer research
Molecular basis of pediatric cancers and development of novel therapeutic strategies)

若手企画　10年後のがん研究 (Cancer Research in the next 10 years)．第78回日本癌学会総会小児がんの分子基盤と新規治療法の開発
パネリスト

小児・若年成人ALLに対するCAR-T細胞療法の実際

小児固形腫瘍におけるゲノムプロジェクトの基盤構築

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本癌学会学術総会

第78回日本癌学会学術総会

第78回日本癌学会学術総会

渡邉 健太郎, 関口 昌央, 久保田 泰央, 岡 明, 樋渡 光輝, 滝田 順子

平松 英文, 加藤 格, 梅田 雄嗣, 足立 壮一, 滝田 順子

関口昌央、滝田順子

滝田 順子

第128回日本血液学会東北地方会, 青森（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

遺伝子発現プロファイルによる骨肉腫の生物学的クラスタリング(Biological classification of osteosarcoma based on gene
expression profiling)(英語)

CAR-T細胞の臨床応用　小児・若年成人ALLに対するCAR-T細胞療法の実際(CAR-T in Clinics　Clinical application of CAR-T therapy
for acute lymphoblastic leukemia in childhood and adolescence)(英語)

小児・AYAがんにおけるゲノムプロジェクトの現況と今後　小児固形腫瘍におけるゲノムプロジェクトの基盤構築(Present situation and
future prospect of the genome project of pediatric and AYA cancers　Fundamentals for Genetic Research Projects in Pediatric
Oncology)(英語)

小児急性リンパ性白血病の治療標的の探索．特別講演



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本血液学会学術集会

第29回日本小児リウマチ学会総会・学術集会

第29回日本小児リウマチ学会総会・学術集会

 ３．学会等名

田中 孝之, 芝 剛, 西小森 隆太, 柴田 洋史, 井澤 和司, 柳町 昌克, 齋藤 潤, 中畑 龍俊, 小原 收, 平家 俊男, 滝田 順子, 八角 高裕

宮本 尚幸, 本田 吉孝, 井澤 和司, 前田 由可子, 西谷 真彦, 仁平 寛, 柴田 洋史, 田中 孝之, 八角 高裕, 滝田 順子, 西小森 隆太

 ２．発表標題

 ２．発表標題

滝田 順子

滝田 順子

第82回日本小児科学会滋賀県地方会,　滋賀（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

多彩な自己炎症性疾患を紐解く　インフラマソームを介した自己炎症性疾患の診断・治療にiPS細胞がどのように役立つか?

不明熱診療における末梢血1型インターフェロン応答遺伝子群の発現解析の有用性

日常診療で遭遇する小児がん．特別講演

Precision medicine and molecular target drugs in pediatric hematological malignancies. シンポジウム

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第61回日本小児血液・がん学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第47回日本臨床免疫学会

本田 吉孝, 八角 高裕, 伊佐 真彦, 仁平 寛士, 芝 剛, 柴田 洋史, 田中 孝之, 井澤 和司, 川崎 ゆり, 齋藤 潤, 網代 将彦, 萩原 正
敏, 岡田 賢, 小原 收, 平家 俊男, 滝田 順子, 西小森 隆太

Takita J

木村 俊介, 滝田 順子

村田 翔, 副島 尭史, 鈴木 征吾, 樋渡 光輝, 関 正史, 三谷 友一, 日高 もえ, 佐竹 和代, 野口 隼, 湯坐 有希, 滝田 順子, 康 勝好,
上別府 圭子

2019 St. Jude-VIVA-NCMCS Pediatric Hematology/Oncology Forum, Guangzhou（招待講演）（国際学会）

第61回日本小児血液・がん学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

免疫不全：原発性免疫不全症の遺伝子診断におけるExome解析のpitfallと診断困難例に対する解析戦略　患者由来iPS細胞を用いて診断し
たDeep intron変異による細胞種依存的なNEMO異常症の経験から

Molecular basis of pediatric T-cell acute lymphoblastic leukemia. Symposium

小児T細胞性急性リンパ性白血病(T-ALL)のDNAメチル化による分類と変異・発現・分化段階・予後との関連性

入院治療中の小児がん患者の身体活動量と家族機能の関連

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回日本小児血液・がん学会

第61回日本小児血液・がん学会

第61回日本小児血液・がん学会

小林 明日香, 森崎 真由美, 鈴木 征吾, 岩崎 美和, 平田 陽一郎, 佐藤 敦志, 樋渡 光輝, 滝田 順子, 佐藤 伊織, 上別府 圭子

藤崎 弘之, 小松 裕美, 井口 晶裕, 笹原 洋二, 康 勝好, 湯坐 有希, 後藤 裕明, 高橋 義行, 平山 雅浩, 滝田 順子, 家原 知子, 井上
雅美, 小阪 嘉之, 川口 浩史, 田口 智章, 木下 義晶, 米田 光宏, 瀧本 哲也, 松本 公一

川場 大輔, 奥野 啓介, 掛江 壮輔, 前島 敦, 佐野 仁志, 樋渡 光輝, 滝田 順子

名倉 豊, 曽根 伸治, 中村 潤子, 早川 雅之, 會田 砂良, 川端 みちる, 澤田 良子, 廣瀬 有香, 奥谷 美紅, 上原 茅紘, 三谷 友一, 樋
渡 光輝, 滝田 順子, 山崎 翔, 石井 一彦, 池田 敏之, 岡崎 仁

第66回 日本輸血・細胞治療学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

外来通院中の小児血液・腫瘍性疾患患者の移行準備性の特徴　他疾患との比較から

小児がん拠点病院におけるQuality Indicator

治療中髄外再発により急激な転帰をとったSPI1融合遺伝子陽性T-ALLの一例

IgG型冷式抗体による自己免疫性溶血性貧血を疑った1症例



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第121回日本小児科学会学術集会

第121回日本小児科学会学術集会

第121回日本小児科学会学術集会

 ３．学会等名

三谷 友一, 日高 もえ, 関 正史, 久保田 泰央, 渡邉 健太郎, 樋渡 光輝, 石丸 哲也, 藤代 準, 岩中 督, 井口 晶裕, 堀 大紀, 小林 良
二, 岡 明, 滝田 順子

大橋 瑛梨, 佐藤 敦志, 樋渡 光輝, 下田 木の実, 竹中 暁, 関 正史, 三谷 友一, 日高 もえ, 滝田 順子, 岡 明

 ２．発表標題

 ２．発表標題

入倉 朋也, 星野 昭芳, 日高 もえ, 三谷 友一, 関 正史, 樋渡 光輝, 名倉 豊, 滝田 順子, 岡 明

池山 志豪, 平田 陽一郎, 白神 一博, 浦田 晋, 朝海 廣子, 犬塚 亮, 進藤 考洋, 滝田 順子, 藤代 準, 岡 明

第121回日本小児科学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

5年にわたり再発を繰り返した難治性膵芽腫例

造血幹細胞移植後の血管脆弱性を背景とした脳血管障害の3例

予防接種後に発症した生後2ヵ月の冷式AIHAの1例

中心静脈カテーテルのガイドワイヤー遺残を認めた1歳男児の一例

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第121回日本小児科学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第121回日本小児科学会学術集会

割田 陽子, 佐藤 敦志, 犬塚 亮, 樋渡 光輝, 滝田 順子, 北中 幸子, 本田 京子, 佐竹 和代, 小林 智明, 矢野 敬一郎, 岡 明

真野 絢子, 池山 志豪, 鬼澤 真実, 高見澤 幸一, 三谷 友一, 関 正史, 樋渡 光輝, 滝田 順子

日高 もえ, 関 正史, 星野 昭芳, 三谷 友一, 半谷 まゆみ, 樋渡 光輝, 滝田 順子, 岡 明

石井 裕子, 滝田 順子, 高木 正稔

第121回日本小児科学会学術集会

第121回日本小児科学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

多職種で行う小児の画像検査プレパレーション

白血病に対する同種骨髄移植後に慢性移植片対宿主病による心嚢液貯留を認めた10歳女児

骨髄とリンパ節で異なる表現型を呈した混合表現型急性白血病

デジタルPCRによる神経芽腫のCopy Number Variation(CNV)解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第121回日本小児科学会学術集会

第121回日本小児科学会学術集会

第121回日本小児科学会学術集会
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